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リ lーシュマニア症 ，は ，＇サ ＇シチ ＇ ヨ，ウ ，バエによっ
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マ ，科に ，属するリ ー シュ Iマニ ，ア 原虫 ，によって引

き 1起 ；こ ，される 1寄生虫感染症 ＇である 。
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分 ＇布し 、 約 ，3 5 億人 ＇ が ，感染の危機 ＇に ，さらされ
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l. 

（論文題目）
Phylogenic analysis of the genus Leishmania by cytochrome b gene sequencing 

（シしクローム b遺伝子によるリーシュマニア属の系統樹解析）

（論文審査結果の要旨）

上記の論文に関して、研究に至る背景と目的、研究内容、研究成果の意義、学術的

水準等につき慎重かつ公正に検討し、以下のような審査結果を得た。

1.研究の背景と目的

リーシュマニア症はサシチョ・ウバエによって媒介されるキネトプラスト目トリパノ

ソーマ科に属するリーシュマニア原虫によって引き起こされる寄生虫感染症である。

リーシュマニア症の症状の違いは主にリーシュマニア原虫種の相違や宿主の免疫反

応に起因すると考えられている。今までリーシュマニア原虫種の分類法としてアイソ

ザイム電気泳動法やモノクローナル抗体を使用した方法など、様々な方法が用いられ

てきた。最近では分子生物学的な手法も用いられるようになり、より特異的で正確な

原虫種の同定が可能になった。リーシュマニア原虫の cytochromeb (cyt b)遺伝子を
用いて、塩基配列より系統樹を作成し新しい分類を作成している。

2.研究内容
方法はリーシュマニア原虫（解析に用いた原虫種は、培養・継代した WHO標準株
28株）とエンドトリパナム 2株 から DNAを抽出し、 cytb遺伝子の上流遺伝子
(cytochrome oxidase II|）と下流遺伝子(maxicircleunidentified reading frame 4)上にPCR
primerを設定し、 cytb遺伝子を増幅した。増幅された DNA断片から 10のプライマー
にて ダイレクトシークエンスを行った。決定した各々の原虫の cytb遺伝子の塩基
配列をコンピューターソフト (MEGA  v 3. 1とPAUP v4. 0)にて系統

樹解析を行い、近隣結合法および最尤法により分子系統樹を作成している。

備 考 1 用紙の規格は、 A4とし縦にして左横書きとすること。
2 要旨は800字～1200字以内にまとめること。
3 ＊印は記入しないこと。
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論文審査結果の要旨

(2) 

結果は、 19 8 7年に提案された LainsonとShawによる分類と比較すると、いくつか
の相違点を認めた。 ① L. (L.) majorは L.(L.) lropica complexとは異なる分類である
こと、② L.(L.) turanicaとL.(L.) arabicaは人に病原性のあるリーシュマニア原虫種とは
異なった位置にあるということ（①と②は L.(L.) tropica complexは3つのサブグルー
プから形成するとも考えられる）、③ L.(L.) hertigi complexとL(L.) equatorensisはエ
ンドトリパナム属に近縁であること、 ④ LainsonとShawの分類ではL.(L.) mexicana 
complexに分類されている L.（V.) enriettiiが系統樹では別の位置にあるということがわ
かった。

3.研究成果の意義と学術的水準
リーシュマニア原虫のcytb遺伝子の塩基配列から新たな分類法が形成できることが明
らかになった。本手法も含めた遺伝子検査などによりリーシュマニア原虫の再分類の必

要性が提案されてきている。また、この手法は皮膚病変からの原虫の検出 ・同定に応用

され、本邦での臨床診断に貢献しており、治療に役立つことが期待される。よって国際

的にも高く評価されるものであると判断される。

以上により、本論文は学位授与に十分に値するものであると判断した。


